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別紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　早川　八郎　 

　※　申し合わせ事項に留意する。 

 質　問　事　項 
 

№　１－１　　

中学校部活動と教職員の働き方改革の今後について

  

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

教職員の働き方改革と中学校部活動は、教職員の長時間労働を解消するた

めの最優先課題として深く関連している。文部科学省の調査でも、学校が優

先して取り組む働き方改革の項目として「部活動」が最多となっていること

から、部活動の地域移行（地域展開）という形になってきている。そこで、

以下について伺う。 

 

（１）　生徒・保護者側から見た課題について 

ア　部活動の現状の情報発信について 

イ　情報発信のアップデートについて 

ウ　部活動格差について 

エ　一度廃部となった部活動の復活について 

オ　居場所がなくなった生徒について 

カ　部活動離れによる健康不安について 

 

（２）　教職員・教育委員会側から見た課題について 

ア　部活動から離れた教職員の心のケアについて 

イ　学校現場の引き算のパラドックスについて 

ウ　教育委員会関連職員の負担について
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別紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　早川　八郎　 

　※　申し合わせ事項に留意する。 

 質　問　事　項 
 

№　１－２　　

中学校部活動と教職員の働き方改革の今後について

  

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

（３）　「根本的な解決に向かうには」について 

ア　指導者確保について 

イ　スポーツ協会等との連携について 

ウ　指導者育成システムについて 

エ　現時点では存在しない部活動種目について 

オ　「休日だけの部活動の存続はありなのか」について 

カ　「平日のみの部活動の存続はありなのか」について 

キ　教職員の仕事の分業制について 

ク　短縮授業による解決について
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別紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　早川　八郎　 

　※　申し合わせ事項に留意する。

 質　問　事　項 
 

№　　２　　

三郷駅前再開発における交通安全対策と歩車分離促進について

  

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨

三郷駅前広場や交差点において、歩行者専用の時間を設ける、あるいは物

理的に歩道と車道を分ける「歩車分離」を徹底することは、歩行者の安全確

保だけでなく、自動車の右左折時の巻き込み防止やスムーズな進行を促し、

結果として渋滞緩和に直結すると考える。そこで、以下伺う。 

 

（１）　歩車分離とゾーン 30 との融合について 

三郷駅前再開発エリア周辺の生活道路網に対し、速度抑制を図るゾー

ン 30 を融合させることで、駅周辺全体の交通流をコントロールし、通

過交通の流入を防ぐ「安全で快適な歩行空間」が実現できると考える

が、その見解を伺う。 

 

（２）　市内全域への歩車分離の促進について 

三郷駅前再開発で得られた結果から、市内全域への歩車分離を促進す

る考えについて伺う。


